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（１）ナラ枯れ被害状況（全国）

 令和元年度の全国のナラ枯れ被害量は、前年度より増加し、約６万㎥となっている。
 令和２年度の被害量速報値では、４２都府県で約１８．５万㎥となった。

令和元年度 令和２年度
（速報値）

R２年度被害量の多い県

1位 岡山県 29.5千m3

2位 宮城県 22.7千m3

3位 福島県 21.1千m3

4位 青森県 19.8千m3

5位 鳥取県 11.9千m3

5位 神奈川県 11.9千m3

(速報値)

（Ｒ２は１０月末時点）



 岡山県でのナラ枯れ被害は、平成２１年度に初めて被害が確認され、平成２５年度に
一時減少した後、近年は増加傾向にあり、令和元年度は平成３０年度の約２．５倍の
約４．２千㎥に増加している。

 令和２年度の林野庁速報値（１０月末）では、約２９．５千㎥で、全国１位の被害量とな
り、令和元年の約７倍に増加している。

 被害は県北部の鳥取県境付近に集中しているが、平成２９年度には新庄村、平成３０
年度には新見市、令和２年度には美咲町において新たに被害が確認されるなど被害
は拡大しつつある。特に真庭市において被害が急速に拡大している。
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（２）ナラ枯れ被害状況（岡山県）

※Ｒ２被害量は10月末時点



（２）ナラ枯れ被害状況（岡山県）

区分 被害量

100㎥未満

100㎥以上300㎥未満

300㎥以上500㎥未満

500㎥以上1,000㎥未満

1,000㎥以上

平成２１年度
（発生初年度）

平成２５年度 平成２７年度

令和２年度令和元年度平成２９年度

※令和３年度は、８月末時点で岡山市、備前市でも新たな被害が
確認されており、被害エリアは県南地域へ拡大しつつある。



 県内のナラ枯れ被害が拡大してきていることから、総合的なナラ枯れ被害対策を進
めるため、令和３年３月に「岡山県ナラ枯れ被害対策基本方針」を定めた。

 この基本方針では、未被害地への被害拡大防止や、被害を受けにくい森林への誘
導を目標に、県、市町村等関係機関が連携して効果的な防除事業を促進することと
しており、地域の実情に応じた防除対策を講じられるよう支援しているところである。

（３）ナラ枯れ被害対策の取り組み（岡山県）

○岡山県ナラ枯れ被害対策基本方針



・自衛隊日本原駐屯地内のナラ枯れ被害について、奈義町、自衛隊、県民局によ
る対策会議を設置し、 地上探査と駆除を実施。
・岡山森林管理署が景観上重要な箇所である蒜山大山スカイライン沿いを中心に
被害の予防、駆除対策を実施。

（４）令和２年度のナラ枯れ被害対策の概要

市町村

事業量

樹幹
注入

誘引
捕殺

地上
探査

春駆除 秋駆除 駆除計

新見市 10ha 7㎥ 7㎥

真庭市 150基 14ha 7㎥ 7㎥

新庄村 9㎥ 9㎥

津山市 100ha 175㎥ 175㎥

鏡野町 268ha 315㎥ 315㎥

美作市 52ha 133㎥ 133㎥

奈義町 9基 60ha 129㎥ 42㎥ 171㎥

西粟倉村 194本

県
（県立森林公園）

230ha 185㎥ 185㎥

計 194本 159基 734ha 636㎥ 366㎥ 1,002㎥

市町村等の取組

国の取組


